着いた ものはなかった が、 初め 座の 定まった 処へ、 お 

き , .1 

才 という 内の 姉御が、 お茶 聞し めせ、 と 持って 出て、 

梅干 も 候ぞ。 

かんろ ぱい 

「いかがで すか、 甘露 梅 ご 

と、 今めかしく 註 を 入れた は、 年 紀の少 い、 学生 も 

まじ 

交った ためで。 

「お 珍ら しく もありません が、 もう 古いんで すよ、 私 

のように ご 

と 笑いながら、 

「民さん、」 

たみ や 

と、 当夜の 幹事の 附 添いで 居た、 佐 川民弥 という、 



「皆さん を さ、 先生と か、 あの、 貴方と か、 そうじゃ 

なくって。 誰 方 も 身分の ある 方な のよ ご 

「そうかね え ご 

「そうかじゃありません よ。 才 ちゃんてば。 …… それ 

を さ、 民さん だの、 お前 はんだの つて …… 私 は 聞いて 

いて はら はらす る わ、 お 気 を 注け なさい なね ご 

「ああ、 そうだね、」 

と 納得 はした ものの、 まだ 何だか、 不 心服ら しい 

かおつき 

顔色で、 

「だって！ ^いやね、 皆さんが、 お 化の 御 連中なん だか 

ら。」 



習慣で 調子が 高い、 ごく^の 話の つもりが、 処々、 

どころ でない。 半ば 以上 は 二階へ 届く。 

一 同く すくす と 笑った。 

民弥は 苦笑した ので ある。 

その 時、 梅 次の 名 も 聞え たので、 いつの 間に か、 縁 

の 幕の 仮名の 意味が、 誰 言う となく 自然と 通じて、 

なげ や むすびば な ベ に あさぎ 

投 遣りな 投 放しに、 中 を 結んだ、 紅、 浅葱の 細い 色 さ 

え、 床の間の 籠に 投 込んだ、 白い 常夏の 花と ともに、 

はなし ほのか おもかげ 

もの は 言わぬ が 談話の 席へ、 仄な俤 に 立って いた。 

でんき 

が、 電燈を 消す と、 たちまち 鼠色の 濃い 雲が、 ばつ 

ひさし てすり ひッ つつ 

と 落ちて、 廂 から 欄干 を 掛けて、 引 包んだ ようになつ 



ともしび ろ しま 

して、 .：：• どこ を 漏れて 来る 燈 の 加減 やら、 鋁の縞 

たもと ひとつつ み あお 

の袂を 透いて、 蛍 を 一 包に した ほどの、 薄ら 蒼い、 

とりとめ 

ぶよぶよ とした 取留の 無 い 影が 透く。 

ぼう 

大方 は それが、 張 出し 幕の 縫目 を 漏れて 茫と 座敷へ 

らんかんした ひさし 

映る のであろう …… と 思う。 欄干 下の 廂と 擦れ擦れ 

おもて がす ひと もと おおもん ぐち 

な 戸外に、 蒼白い 瓦斯が 一 基、 大門 口から 仲の 町に ず 

ら りと 並んだ 中の、 一 番 末の 街燈が ある。 

ほとば かッ 

時々 光 を、 幅. H く 迸し らして、 濶と 明るくな ると、 



「いや、 私 は 胡坐搔 いています、 どっしりと なご 

かおしょう 

とわ ざと 云う。 …… 描け る 花 和尚 さながらの 大入道、 

この 人ば かり は太ッ 腹の、 あぶら ぼて りで、 宵からの 

おお はだぬぎ うちわ 

大肌 脱。 絶えず はたはたと 鳴らす 団扇 〔# 「団扇」 は 底 

本で は 「団 扉匕づ かい、 ぐいと、 抱えて 抜かない ばかり、 

よ リカ 力 

柱に、 えいと こさで 凭懸 る、 と 畳 半畳 だぶだぶと 腰の 

まわ リ ぎょうて い 

周囲に 隠れる 形体。 けれども 有名な 琴の 師匠で、 芸 

すおう えぼし げん 

は 嬉しい。 紺地の 素袍 に、 烏帽子 を 着けて、 十 三絃に 

ちゃん かすみ かか ことづめ な 

端然と 直る と、 松の 姿に 霞が 懸 つて、 琴爪の 千鳥が 啼 

く。 

「天井 を 御覧なさい、 変な ものが 通ります ご 



「厭です ね ご と 優しい声。 

当夜、 二人ば かり 婦人 も 見えた。 

これ は、 百 物語 をした ので ある。 —— 

会 を ここで 開いた の は、 わざと 引手 茶屋 を 選んだ 次 

第で は 無かった。 

ものずき 

「ち つ と 変 つ た処 で、 好事に 過ぎる と 云う 方 も ござ い 

ましょう。 何しろ 片寄り 過ぎ ますんで。 しかし 実は 席 

を 極める のに 困りました。 

何しろ この 百 物語 …… 怪談の 会に 限って、 半夜 は 中 

途 で^. 可ません。 夜が 更ける に 従って …… というので 

すから、 御 一味 を 下さる 方 も、 かねて 徹夜と いうお 覚 



詰め 方で、 ここ を 頼んだ ので ございます。 

言訳 を 申す じゃありません が、 以前 だとて、 さして 

なじみ うち 

馴染 も 無い 家が、 快く 承 わって くれまして、 どうやら 

お間に合わせます 事が 出来ました。 

だしぬけ あつら 

ちと 唐突に 変った 跳え だ もんです から、 話の 会 だ 

と 言います と、 

(は あ、 おはな の …… ) なんてな、 此 家の 姉御が 

はやが つ てん 

早合点で …… 」 

と 笑いながら 幹事が 最初 挨拶した、 —— それ は、 神 

ものずき 

田 辺の 沢 岡と いう、 雑貨店の 好事な 主人であった。 



持って、 到着 帳に 記いた の も ある。 

r 吉野 橋で 電車 を 下ります まで は 無事 だ つたんで す 

よご 

はまや らんこ 

とそれ について 婦人の 一 人、 浜 谷 蘭 子が 言 出す と、 

おそろし 

可 恐く 気の 早い のが 居て、 

「ええ、 何 か 出ました かな ご 

「まさか、」 

ハンケ チ まぶた 

と 手 巾 を ちょっと 口に 当てて、 瞼 を ほんのりと 笑 

顔に な つ て、 

「お 化が 貴下、 わざわざ 迎 いに 出 はしません よ。 方角 

が 分りません もの。 …… 交番が ござんし たから、 —— 



伺います が、 水道 尻 はどう 参りましょう かって 聞いた 

おまわ リ まじめ 

ん です。 巡査さん が 真面目な 顔 をして、 

よつかど 

(水道 は その 四角の 処 にあります。) つて 丁寧に 教え 

られ て、 困つ たんです ご 

「水 を 飲みた くって、 それで 尋ねたん だと 思つ たんで 

つれ あかざた ねこ 

しょうよ ご とその 連だった もう 一 人の、 明 座 種子が 意 

気な 姿で、 そして 膝に 手 をき ちんと して 言う。 

「私 も はじめてです。 両側 は それでも 画に 描いた よう 

ですな ご と 岩 木と いう 洋画家が 応じた。 

「御 同然で、 私 は それでも、 首尾よく 間違えずに 来た 

ほ つ かく 

です よ。 北 廓 だとい うから、 何でも 北へ 北へ と 見当 を 



を 廻す よご と 言いながら、 一 人が、 下から また 差視ぃ 

た。 

うち 

「家の 娘 かね ご 

さ 

と 子爵が 訊く。 差 向いに 居た 民弥 が、 

「いいえ ご 

「何です。 」 

「やっぱり 通り魔の 類， "でしよう なご 

「しかし、 不意 だから ちょっと 驚きました よごと その 

うつむ まきたばこ 

洋画家が …… ちょうど 俯向いて 巻 莨 をつ けて いた 処、 

く ら き ら 

不意 を 食った 眼鏡が 晃 つく。 

当夜の 幹事が 苦笑いして、 



こ 」 こてお やま 

「近所の 若い 妓 どもです …… 御存じの 立旦 形が 一 人、 

今夜 来ます 害でした が、 急用で 伊勢へ 参って 欠席し ま 

した そつ のぞ 

した。 階下で 担い だんでしょう。 密と視 きに …… 」 

「道理 こそ ご 

い や ひど 

「(あら 可 厭 だ) は 酷い なご 

五 

ひき ある ゆ 

「おおお お、 三人が 手 を曳ッ こで 歩行いて 行きます… 

…仲の 町 も 人通りが 少 いな あ、 どうじ やろう、 景気の 

のき あんどう え び や 

悪い。 ちらり ほらり で 軒 行燈に 影が 映る、 —— 海老 屋 



と 嬉しそうに 莞爾 しながら、 

でんき 

「あの、 明る 過ぎましたら 電燈 をお 消し 下さい ましな、 

燭台 を そこへ 出して おきました ご 

と 幹事に 言う。 雑貨店 主が、 

ありが と 

「難 有う、 よくお 心の 着きます 事で ご 

「あら、 可 厭 だ ご …… と 蓮 葉になる。 

三 ッ、」 

よば 

と 一人 高らかに 呼 わった。 …… 芸者のと、 (可 厭 だ) 

が 二度目、 という 意味 だけれ ども、 娘に は 気が 着かぬ。 

「え？」 

しず 力 

民 弥が静 に 振 返って、 



I 三輪 ちゃんの 年紀は 二十 かって？」 

「あら、 可 厭 だ ご 

「三つ！」 

「じ や、 三十 かって さ ご と 雑貨店 主が 莞爾 する。 

「知らない わご 

「まあまあ、 ゆ いわ、 お話しな さいご と 花 和尚、 この 

時、 のさの さと 座に 戻る。 

「お茶 を 入れ かえて 参ります ご 

と、 もう 階 子の 口。 ちょっと 留まって、 

「そして 才 ちゃんに、 御馳走 を させましょう ね。 兄 さ 

ん、 (吃驚した ように) …… あの、 先生。」 



丄八 

「なぜです かご 

「新橋、 柳 橋と 見える でしよう ご 

「あら、 可 厭 だ ご 

「四つ、」 

と 今度 は、 魯智 深が、 透かさず 指 を 立てて、 ずい と 

揚げた。 

すべてが この 調子で、 間へ 二 ッ三ッ ずつ 各自の 怪談 

が 挟まる 中へ、 木皿に 割 ^を ざつく り 揃えて、 夜通し 



たが、 その 音の 身に 染みた は、 浦里 時代の 事であろう。 

誰の 胸へ も 響かぬ。 …… もっとも 話 好きな 人ば かりが 

集った から、 その 方へ 気が 入って、 酔った もの は 一人 

いきお い 

も 無い。 が、 どうして 勢 が こんなで あるから、 立 続 

しりょう おん リ よう いきりょう あらわ 

けに 死霊、 怨霊、 生 霊まで、 まざまざと 顕れて も、 

すご こ わ しおどき さつ 

凄 い 可 恐 い はま だな 事 —— 汐時 に 颯と 支度 を 引 い て 、 

たばこぼん まきたばこ きれい かやりこう 

煙草盆の 巻 莨 の 吸殻が 一 度 綺麗に 片附く 時、 蚊 遣 香 

もば つ たり 消え て、 畳の 目 も 初夜 過ぎ の 陰気 に 白く 光 

るの さえ、 —— 寂しい とも 思われぬ。 

(あら 可 厭 だ) …… の それで は 無い。 百万遍の 数取り 

のように、 一同ぐ るりと 輪に なって、 じりじりと 膝 を 



めす おきごたつ 

飼った 三毛で、 年久しく 十四 五 年 を 経た 牝が、 置炬燧 

そつ みひら 

の 上で 長々 と 寝て、 密と 薄目 を睜 くと、 そこにう とう 

としょ リ 

としていた 老人の 顔 を 伺った、 と 思えば、 張 裂ける よ 

おお あくび 

うな 大 欠伸 を 一 つして、 

(お、 お、 しんど) と 言って、 のさり と 立った。 

話した 発奮に、 あたかも この 八 畳と 次の 長 六 畳との 

仕切が 柱で、 ずッと 壁で、 壁と 壁との 間が 階 子 段と 

むか い あわ れんじまど となり 

向 合せに 欞子 窓の ように 見える、 が、 直ぐに 隣家の 車 

ひとまた 

屋の 屋根へ 続いた 物干。 一 跨ぎで 出られる。 …… 水道 

ひ あわい つらな 

尻まで 家続き だけれ ども、 裏手、 廂 合が 連る ばかり、 

ちかま あか リ 

近間に 一 ッも 明が 見えぬ、 陽気な 座敷に、 その 窓ば か 



りが、 はじめから 妙に 陰気で、 電燈の 光 も、 いくらか 

ずつ そこへ 吸 取られ そうな 気勢が していた。 

その物 干の 上と 思う 処で …… 

七 

「ゴ ロロ ロロ、」 

と 濁った、 太い、 変に 地響きの する 声が した、 —— - 

不思議 は 無い。 猫が 鳴いた 事 は、 誰の 耳に も 聞え たが、 

場合が 場合で、 一 同が 言合わせた ごとく、 その 四角な、 

ま つ くら はる 

大きな、 真暗な 穴の、 遥かな 底 は、 上野 天 王 寺の 森の 



にじ わきあが 

黒雲が 灰色の 空に 浸んで 湧 上る、 窓 を 見た。 

フト 寂しい 顔 をした の も あるし、 苦笑い をした の も 

あり、 中には ピクリ と 肩 を 動かした 人 もあった。 

r 三輪ち やん、 内の 猫 かいご 

民弥 は、 その 途端に、 ひたと 身 を 寄せた お 三輪に 訊 

なる そば 

ねた。 …… 遠慮 をしながら、 成た けこの 男の 傍に 居て、 

さっき はなし すご おそろし そつ 

先刻から 人々 の 談話の、 凄く 可 恐い 処 というと、 密と 

鎚 リ鎚リ 聞いて いたので ある。 

「いいえ、 内の 猫 は、 この間 死にました ご 

「死んだ？」 

みんな 

「ええ、 どこの 猫でしょう …… 近所の は、 皆た ま (猫 



の 名) のお 友達で、 私 は 声 を 知って るんで すけれ ど… 

…可 厭な 声ね。 きっと 野良猫よ ご 

きま ないしょ おいらん 

それと 極って は、 内所の 飼 猫で も、 遊女の 秘蔵で も、 

やりて ふところ ご ぶち 

遣 手の 懐 児で も、 町内の 三毛、 斑で も、 何のと 引手 茶 

いきおい つ 

屋の 娘の 勢。 お 三輪 は 気軽に 衝と 立って、 襟 脚 を 

白々 と、 結 綿の 赤い 手 絡 を 障子の桟へ 浮 出した ように 

のぞ 

窓を視 いた。 

「遁げ てよ。 もう 居 やしません わご 

おくれげ 

一人の 婦人が、 はら はらと 後 毛の かかった 顔で、 

「姉さん ご 

「は— い、」 と、 呼ばれた の を 嬉しそうな 返事 をす る。 



さて、 そのと きまで は、 言った ごとく、 陽気 立って 

何が 出ても、 ものが 身に 染 むとまで に は 至らなかった 

おのおの 

が、 物語の 猫が 物干の 声に なつてから、 各自 言合わせ 

たように、 膝が 固まった。 

時々 灰 吹の 音 も、 一 ッ鉦 のように 力— ンと 鳴って、 

寂然と 耳に 着く。 …… 

あらた むかいあ 

気合が 更 まると、 畳 も かつと 広くな つて、 向 合い、 

あつ. ， 

隣 同士、 ばらばらと 開けて、 間が 隔る ように 思われる 

ので、 なお ひしひしと 額 を 寄せる。 

「消そう か、」 

「大人気な いが 面白い ご 



ま つ かど 

階の、 真 角ーッ 目の 小 座敷の 障子 を 二 枚 両方へ 明 放し 

うち か や あんどう 

た裡 に、 青い、 が、 べっとり した 蚊帳 を 釣って、 行燈 

らんかん うかが 

が ある、 それで。 —— 夜目に は 縁 も 欄干 も 物色 われず、 

ただ その 映 出した 処 だけ は、 たとえば 行燈の 枠の 剝げ 

たのが、 朱塗であろう …… と 思われる ほど 定かに 分る。 

ほの あかる こなた 

…… そこが 仄 明いだ け、 大空の 雲の 黒 さが、 此方に 

や み くるわ 

絞った 幕の 上 を、 底知れぬ 暗夜に する。 …… が、 廓が 

えもん ざ か ゆ くるま 

寂れて、 遠く 衣紋 坂 あた リを 一 つ 行く 俥 の 音の、 それ 

も 次第に 近く はならず、 途中の 電信の 柱が あると、 

ほ ろ いかのぼり ひっかか たよ リ ひびき ゆ 

母 衣が m 。 引掛リ そうに 便な く 響が 切れて 行く 

ありさま ちょうちょう なまめ 

光景 なれば、 のべの 蝴蝶が 飛びそう な媚 かし さは 



無く、 荒廃した る 不夜城の 壁の 崩れから、 菜 畠に なつ 

むきだ おぼろづき 

た 部屋が 露出し で、 怪しげな 朧月め く。 その 行燈の 

まくらもと しゅらお ながぎ せる 

枕許 に、 有ろう？ 朱 羅宇の 長 煙管が、 蛇に な つ て 動 

おどろお どろ あれの さまよ けはい 

きそうに、 蓬々 と、 曠野に 徜徉ぅ 夜の 気勢。 地蔵 堂 

わ/ ね や 

に 釣った 紙帳より、 かえって 侘しき 草の 閨 かな。 

風の 死んだ、 寂とした 夜で、 あたかも 宙に 拡げた よ 

すそ そよ 

うな、 蚊帳の その 裙が、 そより と 戦ぐ ともしな いのに、 

この 座の 人の 動く に 連れて、 屋の 棟と ともに、 すっと 

浮いて 上ったり、 ずう と 行燈と 一所に、 沈んで 下った 

りする 

力 力 

もう 一 つ は 同じ 向 側の、 これ は 低い、 幕の 下に 懸っ 



せっかく 聞かされ たもの を、 あれば 可い が、 と 思う 

よ. つす 

容 子で、 しばらくして、 

「無い わ、 ちっと 離れて いて は 悪く つて、 江戸 町 辺 ご 

「そこらに あるか いご 

と 気 を 入れる。 

「無い 事よ、 —— やっぱり、」 とうつ かりした ように 澄 

まして 言う。 

つま 

「何 だい、 詰らない ご 

と 民弥は 低声に 笑 を 漏らした。 

した さあ 

「ちょいと、 階下へ 行って、 才 ちゃんに 聞いて 来 ましよ 

うか ご 



ばた して …… 病人で も ありそうな 様子だった もんだ か 

らご 

あか リ うつむ 

と 言って、 その 明 を 俯向いて 見透かす、 民弥の 顔に 

また 陰気な 影が 映した。 

「でもね、 当りました わ、 先生、 やっぱり 病人が ある 

のよ。 それでもって、 寝ないで いるの、 お 通夜 をして 

…：- J 

「お 通夜？」 

と 一 人、 縁に 寄った 隅の 方から、 声 を 懸けた 人が あ 

る。 

「あの …… 」 



「夜伽 じ やない かご と 民弥が 引取る。 

「ああ、 そうよ。 私 は 昨夜 も、 お 通夜 だってそう 言つ 

て、 才 ちゃんに 牝られ ました。 …… その 夜伽な のよ ご 

「病人 は …… 女郎 衆 かいご 

「そうじゃな いの ご 

と つ いまた ものい いが 蓮 葉に な つ て、 

「照吉 さんです、 知って るで しょうご 

あいまい 

民 弥は何 か 曖昧な 声 をして、 

「私 は 知らない がね、」 

そば だ 

けれども 一 座の 多人数 は、 皆 耳を欹 てた。 II 彼 

は 聞え た 妓 である —— 中には 民弥の 知らない という、 



その 訳 を さえ、 よく 心得た ものが ある。 その 梅 次と 照 

まつよい きぬぎ ぬ 

吉と は、 待 宵と 後 朝 〔# ルビの 「きぬぎ ぬ」 は 底本で は 「き 

つ い くるわ 

ねぎぬ 匕、 と 対に 廓で 唄われた、 仲の 町の 芸者で あつ 

た。 

お 三輪 は サソク に 心 着いた か、 急に 声 も 低くな つて、 

「芸者です、 今 じ や、 あの、 一 番 綺麗な 人なん です、 

芸も 可い の。 可哀相 だ わ、 大変に 塩梅が 悪く つて。 そ 

すみち よう 

れだ もんです から、 内 は 角 町 の 水 菓子屋で、 出て いる 

の は 清 川 (引手 茶屋) なんです けれど、 どちらも 狭い 

し、 それに、 こんな 処 でしよう、 落着いて 養生 も 出来 

ないから つて …… ここで も 大切な 姉さん だ わ。 です か 



ちゃん はそう 言って、 話して、 笑いながら、 ほろほろ 

涙 を 落す のよ。 

いつ 煩っても、 ごまかして 薬 をのんだ 事の ない 人が、 

かいまき よりかか 

その 癖、 あの、 …… 今度ば かり は、 搔 巻に 凭懸 つてい 

て、 お猪口 を 頂いて 飲 むんだ わ。 それが なお 心細 いん 

みんな 

だって、 皆そう 云う の。 

私 も、 あの、 手に 持って 飲まして 来ます。 

みい うつむ 

(三輪ち やん、 さようなら。) つて 俯向 くんです、 …… 

まくら くし そつ 

枕に こぼれて 束ね 切れないの、 私 はね、 櫛 を 抜いて 密 

と 解かした のよ …… 雲脂なん かちっと も 無い の、 する 

する 綺麗です わ、 そして 煩って から 余計に 殖えた よう 



よ …… 髪ば かり 長くな つて、 段々 命が 縮 むんだ わね え。 

—— 兄さん、」 

と、 話に 実が 乃る とつい 忘れる。 

「可哀相よ。 そして、 いつでもそう なの、 見舞に 行く 

たんびに (さようなら) …… 」 

十一 

あきら 

「それ はもう、 きれいに 断念め たもの なの、 …… そし 

てね、 幾日の 何時頃に 死 ぬんだ つて —— 言 うんです と 

さ、 —— それが 延びた から 今日はき つと、 あれ だって、 



姉さん も それば つかり 楽 みに して、 地道に 稼い じ や、 

お金 子 を 送って いるんで しょう。 …… ええ、 あの、」 

と 心得た ように、 しかも 他愛の 無 さそう に、 

「水 菓子屋の 方 は、 あれ は照吉 さんの 母さんが はじ 

おつか きょうだい 

めた 店 を、 その 母さんが 亡くなって、 姉弟 二人 ぼつ 

ちに なって、 しょうが 無い もんです から、 上 州の 方の 

遠い 親類の 人に 来て もらって、 それが 世話 をす るんで 

うつち や 

すけれ ど、 どうせ、 あれ だ わ。 田舎 を打棄 つて、 こん 

な処へ 来て 暮 そうって 人なん だから、 人 は^; いけれ ど 

も 商売 は 立 行かないで、 照吉 さんに は、 あの、 重荷に 

小附 とかです つて さ。 ですから、 お金 子で も 何でも、 



つま おそろ けんそん 

「一向、 詰らない、 何、 別に、」 と 可 恐し く 謙遜す る。 

人々 は 促した。 —— 

十三 

「 —— 気が 射した から、 私 は 話すまい、 と 思った。 け 

ゆきが か 

れ ども、 行懸り 〔# ルビの 「ゆきが か」 は 底本で は 「ゆき 

もみけ 

かが 匕 で、 揉 消す わけに も 行かなかった もんだ から、 

そこで 何 だ。 途中で 見た ものの 事 を 饒舌った が、」 

にし かたまち すまい やす かまど しょ 

と民弥 は、 西片 町の その 住居で、 安価い 竈 を 背負つ 

しさい 

て 立つ、 所帯の 相棒、 すなわち 梅 次に 仔細 を 語る。 … 



も やっぱり そこ さ。 —— 闇が り 坂 を 通った 時 だよ ご 

「は あ、」 と 言って、 梅 次 は、 団扇 を 下に、 胸 をす つと 

つ くろじゅす 

手 を 支いた。 が、 黒糯子 〔# ルビの 「くろじゅす」 は 底本 

ひっか ななめ 

では 「くろじ ゆず 匕 の 引 掛け 結びの 帯の さが リを斜 に 

すべ みず あさぎ さけけ 

、にる、 指の 白 さも、 団扇の 色の 水 浅葱 も、 酒気の 無い、 

寂しい 茶の間に 涼し 過ぎた。 

民弥は 寛ぎ もしないで、 端然と しながら、 

きのう とむらい おく 

「昨日 は、 お 葬式が 後れて ね、 すっかり 焼香の 済んだ 

のが、 六 時ち つと 廻った 時分。 後で 挨拶 をしたり、 … 

…茶屋へ 引 揚げて 施主た ちに 分れる と、 もう 七 時 じ や 

*LS: 、 ゝ o 

なレカ 



会 は 夜 あかしなん だけれ ど、 ゆっくり 話そう つて、 

幹事からの 通知 は 七 時 遅から ず。 私に も 何 かの 都合で、 

一 足早く。 承知した、 と 約束が して ある。 …… 

すずし もんつき 

久しぶりの お天気 だし、 涼い し、 紋 着で 散歩 もお か 

しなもの だけれ ども、 ちょうど ゆ い。 廓まで 歩行いて、 

1 つち 

と 家 を 出る 時には 思つ たんだが、 時間が 遅れた から、 

くるま 

茶屋の 角で 直ぐに 腕 車 をそう 言って ね。 

乗って さ。 出る、 ともう、 そこらで 梟 の 声が する。 

寂寥と した 森の 下 を、 墓所に 附 いて、 薄暮 合いに 蹴込 

まっか きらきら 

が 真 赤で、 晃々 輪が 高く 廻った、 と 思う と、 早 や 坂 だ。 

きった 

—— 切 立てた ような、 あの 闇が り 坂、 知って たつけ かご 



「根 岸から 天 王 寺へ 抜ける、 細い 狭い、 蔽被 さった 処 

でしよう。 —— 近所で も 芋 坂の 方 だと、 ちょいちょい 

通って 知って ます けれど、 あすこ は、 そうね、 たった 

一度。 可 厭な 処だ わね、 そこで どうかな すつ たんです 

ゝ o _ 

力 」 

みちばた こまげた 

「そうさ、 よく 路傍の 草の 中に、 揃えて 駒下駄が 脱い 

であったり、 上の 雑樹の 枝に 蝙蝠傘が ぶら 下って いた 

リ、 鉄道で 死ぬ もの は、 大概 あの 坂から 摺 込む つてね。 

ハ ンケチ ぞ つ みんな 

手 巾が 一 枚 落ちて いても 悚 然とす る、 と 皆が 言う 処 

だよ。 

昼で も 暗い の だから、 暮合も 同じさ。 別に 夜中で 



「坂の 中途で —— 左側の、」 

と 長火鉢 の 猫板 を 圧 え て 言う。 

「樹の 根が 崩れた、 じと じと 湿つ ぼい、 赤土の 色が 

みみず かたま 

蚯蚓で も団 つたよう に 見えた、 そこにね ご 

フス >ス」 

ひそ 

と 梅 次 は 眉 を 顰めた。 

「大丈夫、 蛇の 話 じ や 無い ご とこれ は 元気よ く 云って、 

ゆのみ 

湯 呑で 一 口。 

「人が 居た のさ。 ぼんやりと 小さく 蹲んで、 ト 目に 

いやにお い つち ぶつす わ 

着く と 可 厭な 臭気が する、 …… 地へ 打 坐って でもい る 

ひしゃ もみつ ぶ 

かぐらい、 ぐしゃぐ しゃと 挫 げたよう に 揉 潰した 形で、 



は つ きり 

暗い から 判然 せん。 

わき 

が、 別に 気に も 留めないで、 ずっと その 傍 を 通 抜け 

みあし 

ようとして、 ものの 三 足ば かり 下りた 処 だった。 

(な、 な、) と言う。 

雪駄 直し だか、 啞 だか、 何だか 分らない。 …… 聞え 

たばかり。 無論、 私 を 呼んだ と 思わない から、 構わず 

ゆ 

行こうと すると、 

(な あ、) と、 今度 はちつ とぼ やけた が、 大きな 声で、 

そして、 

はかま 

(袴着た 殿い、 な、) と 呼 懸ける、 確かに 私 を 呼んだ 

やまが 

んだ。 どこの 山家の もの か 知らん が、 変な 声で、 妙な 



ものいい さ。 「袴着た、」 と言うの か、 「墓場 来た、」 と 

き ざ 

言う のか、 どっちに しても 「殿」 は 気障 だ。 

が、 確に 呼 留めた に 相違 無い から、 

おれ 

(俺 か。) 

(それよ、) …… と、 気になる 横柄な 返事 をして、 もや 

つむ リ もた 

もやと 背伸び をして 立った …… らしい、 頭 を 擡げた 

た うえした おんな どうなか 

のか、 腰 を 起てた のか、 上下 同じ ほどに 胴中の 見えた 

の は、 いずれ 大分の 年紀 らしい。 

爺 か、 婆 か、 ちょっと 見に は 分らなかった が、 

てぬぐい あだじろ 

手拭だろう、 頭に こう 仇 白い やつ を 畳んで 載せた。 そ 

つらう つむ つえつ 

れが 顔に 見えて、 面 は 俯向けに しながら、 杖 を 支いた 



影 は 映らぬ。 

いずく 

(殿、 な、 何処へ な。) 

と、 こうなん だ。 

私 は 黙って 視め たつけ。 

じっと 身動き もしないで、 返事 を 待って いるよう だ 

からね、 

(吉 原へ。) 

と 綺麗に 言った が、 さあ、 以前なら、 きっと そうは 

言わな かったろう。 その 空が さっぱりと 晴々 した 心 持 

だから、 誰に 憚る 処も 無い。 おつけ 晴れた のが、 不思 

議に 嬉しく も あり、 また …… 幼い 了簡 だけれ ども、 何 



か、 自分で も 立派に 思った。 

(真北 じ やな、 ああ、) 

うなず 

とびく りと 頷いて、 

(火の車で 行か さる か。) 〔# 「)」 は 底本で は 「」 匕 

こいつ からすがね 

馬鹿にし ている、 …… 此奴 は 高利 貸 か、 烏金 を 貸す 

爺 婆だろう と 思った よご 

さみ にっこり 

と 民弥は 寂しそう なが 莞爾 した。 

梅 次がち つと 仰向く まで、 真顔で 聞いて、 

「まったく だ わね え ご 

「いや、」 

へや なか みまわ 

民弥 は、 思 出した ように、 室の 内を朐 しながら、 



ひっくく 

「烏金 …… と 言えば、 その 爺 婆 は、 荒 網で 引 括って、 

烏の 死んだ の を ぶら下げて いたのよ ご 

梅 次 は 胸 を 突かれた ように、 

あさぎ うちわ 

「へい、」 と 云って、 また、 浅葱の その 団扇の 上へ、 白 

ヽ 匕 曰 o 

レ f 

たま いくか た は 

「堪らない。 幾日 経つ たんだ か、 ベろ ベろ に 毛が 剝げ 

て、 羽が ぶらぶらと やっと 繫 つ て、 地へ 摺れて 下って 

さ、 頭なん ざ 爛れた ようにべ とべと している、 その 

こお、.' やつ 

臭気 だよ。 何とも 言えず 変に 悪臭 いのは、 —— 奴の 

身体で は 無い。 服装 も 汚く はな いんだね、 折目の 附ぃ 

たと 言いたい が、 それよりか、 皺の 無い と 言った 方が 



適い、 坊さん か、 尼の ような、 無地の、 ぬべ りと した 

のでいた。 

まあ、 それ は 後での 事。 

(何の 車 ヮ …… ) と 聞 返した。 

まっか から 

(森の 暗 さ を、 真 赤な ものが、 めいらめ いら 搦ん で、 

車が 飛んだ で やい の。 恐ろし やな、 活 きながら 鬼が 曳 

くさ を 見る かい や。 のう 殿。 私 は、 これい、 地 板へ 倒 

りょうと したがいの。 …… う ふ ッ、) と腮の 震えた よ 

うに、 せ せら 笑った よう だつ け、 はは あ …… 」 

十五 



くるま わかいし から 

「今の 腕 車に、 私が 乗って いたの を 知って、 車夫が 空 

で 駆 下りた 時、 足の 爪 を 礫 かれた とか 何とか、 因縁 を 

着けて、 端銭 を 強請 るんで あろうと 思った。 

いいぐさ 

しかし 言 種が 変 だから、 

(何の 車？) ともう 一 度 …… わざと 聞 返しながら 振 返 

ると、 

(火の車、) 

と 頭から、 押 冠せ るよう に、 いやに 横柄に 言って、 

もさり と 歩行いて 寄る。 

のろ しぐさ しゃく 

なぜか、 その 人を咒 つたよう な 挙動が、 無体に 癩に 



障ったろう。 

(何の 車？) と 苛々 として こちら も 引返した。 

(火の車。) 

じりじり とまた 寄った。 

(何の 車？) 

(火の車、) 

(火の車が どうした。) 

くやし 

とちょう ど 寄 合わせた 時、 少し ロ惜 いように も 思 つ 

て、 突懸 つて 言った、 が、 胸 を 圧え た。 ！ ^厭な その 

臭気ったら 無い もの。 

わし から おうま 

(私に 貸さい、 の、 あの や、 燃え 搦 まった 車で、 逢魔ケ 



時に、 真北へ さして、 くるくる 舞いして 行か さる は、 

少ぃ 身に 可うな いがい や、 の、 殿、 ：：： 私に 貸さい。 

車 借りて 飛ばしたい、 えらく 今日は 足が なえた や、 や 

くた び 

れ、 の、 草臥れた いの、 やれやれ、) 

にぎ リ こぶし 

と 言って、 握 拳で 腰 をた たくの が、 突 着けて、 ちょ 

うど 私の 胸の 処 …… という もの は、 あの、 急な 狭い 坂 

やつ 

を、 奴 は 上の 方に 居 るんだろう。 その上、 よく 見る と、 

尻 を こっちへ、 向う むきに 屈んで、 何 か 言って いる。 

かつたい ぼうう ち けんか 

癩 に 棒 打、 喧嘩に もな らんで はない か。 

(どこへ 行 くんだ い、 そして、) ッて 聞いて 見た。 

(同じ 処 への、) 



(吉原 か。) 

(されば い、 それへ。) 

と マ J う 言う。 

(何し に 行 くんだ ね。) 

(取 揚げに 行く 事よ。) 

ああ、 産婆 か。 道理で、 と 私 は 思った。 今時 そんな 

の は 無い かも 知れん が、 昔の 産婆さん に はこん な 風な 

のが、 よくあつた。 何だか、 薄 気味の 悪い ような、 横 

ごうまん な 

柄で、 傲慢で、 人 を 舐めて、 一 切 心得た 様子 をす る、 

檀那寺の 坊主、 巫女な どと 同じ 様子で、 頼む 人から 一 

きのう 

目 置かれた、 また 本人 二目 も 三 目 も 置かせる 気。 昨日 



せいもく あしらい 

の その 時なん か、 九 目と いう 応接です。 

なぜか、 根性 曲り の、 邪慳な 残酷な ものの ように、 

び よ う ぶ うち いきしに 

…… 絵 を 見ても そうだろう。 産婦が 屛 風の 裡で、 生死 

うつと リ わき たす き すそ はしより 

の 境、 恍惚と 弱 果てた 傍に、 襻 がけの 裾 端折 か 何 かで、 

あかん ぼ ひッ つか たらい 

ぐな りと した 嬰児 を 引摑ん で、 盥の 上へ ぶら下げた 

処 など は、 腹 を 断 割った と 言わない ばかり、 意地く ね 

しゅうとめ 

の 悪い 姑 の 人相 を、 一人で 引受けた、 という 風な も 

の だつ け。 

吉 原へ 行く と 云う、 彼処 等 じ や、 成程 頼みそう な 昔 

の 産婆 だ、 とその 時、 そう 思った から、 …… 後で 蔦屋 

の 二階で、 皆に 話 をす る 時 も、 フッ とお 三輪に、 (ど 



こかお 産 は あるか) つて 聞い たんだ。 

もうそう 信じて いた。 

でも、 何だか、 肝が 起って、 じりじり してね、 おか 

しく 自分で も 自棄に な つ て、 

(貸して やろう、 乗つ といで。) 

すなお き 

(柔順な もの じ や、 や、 よう 肯 かしゃれ たの …… おお 

おお。) と 云って 臀を 動かす。 

変な もの をね、 その 腰へ 当てた 手に ぶら下げ ている 

じ やない か。 —— 烏の 死骸 だ。 

(何に する、 そんな もの。) 

まじな い 

(禁 厭に する 大事な ものいの、 これが 荷物 じ や、 火の 



車に 乗せます が、 や あ、 殿。) 

たま 

(堪らない！ 臭く つて、) 

ハンケ チ 

と 手 巾へ 唾 を 吐いて、 

(車賃 は 払って おくよ。) 

で、 フィと 分れた が、 さあ、 踏切 を 越す と、 

は どこへ 行った か、 そこに 待って いる 害の が、 

分らない。 似た やつ どころ か、 また 近所に、 

くるま 

腕 車が 無かった。 …… 

変じ やない かご 



お 三輪 は、 何も 照吉 のが 烏 だと も 何とも、 自分で 言つ 

たの じ や 無い から、 別に そこまで は 気 を 廻さなかった 

と 見えて、 暗号に 袖 を 引 張らなかった。 もうね、 可愛 

こ わ きま 

いんだ、 —— ああ、 可 恐い、 と 思う と、 極った ように 

たもと ひっぱつ 

私の 袂を引 張た つけ、 しっかりと 持って II 左の、 こ 

こん 処に 坐って いて、」 

と 猫板の 下になる、 膝の あたり を 熟と 視た。 …… 

きせる 

「煙管？」 

「ああ、」 

「上げましょう。 …… 」 

はた 

と、 トンと 払いて、 



「あい。 …… どうし たんです、 それから、 ゆ 厭ね、 何 

だか 私 は、」 と 袖 を 合わせる。 

くるま 

「すると だ …… まだ その 踏切 を 越えて 腕 車 を 捜した ッ 

ゆ そいつ ふうつ き くわ 

てまでに も 行かず …… 其奴の 風采なん ぞ悉 しく 乗 出し 

て 聞く のが あるから、 私 は 薄暗が りの 中 だ。 判然と は 

おぼろげ しゃべ 

しない けれど、 朧気に、 まあ、 見た だけ をね、 喋 舌つ 

うち- 

てる 中に、 その …… 何 だ。 

じょろ や まっくら 

向う 角の 女郎屋の 三階の 隅に、 真暗な 空へ、 切って 

嵌めて、 裾 を ぼかした ように 部屋へ 蚊帳 を 釣って、 

し ん しちょう 

寂然と 寝て いるの が、 野原の 辻堂に 紙帳で も 掛けた 風 

で、 恐し くさびれ たもの だ、 と 言った つけ。 



(あれ、 照吉 姉さんが 亡くな るん じ やなく ッて) ッて、 

少し 震えな がらお 三輪が 言う と 、 

ためいき 

(引潮 時 だね ちょうど …… ) と 溜息 をした は、 油絵の 

額縁 を 斿 える 職人 風の 鉄 拐な 人で、 中で の 年寄 だ つ た。 

おんな 

婦人の 一 人が、 

(姉さん、 姉さん、) 

と、 お 三輪 を、 ちょうど その 時だった、 呼んだ のが、 

なぜか、 気が 移って、 今 息 を 引取ろう という …… 照吉 

の 枕許に 着いて いて 言うよう な、 こう 堅くな つた 沈ん 

だ 声だった。 

(まま 、ヽ ) 



力す 力 

とこれ も 幽 にね。 

浜 谷 ッて人 だ、 その 婦人 は、 お 蘭さん というの が、 

(内に お婆さん はおいで です か。) 

と 聞く じ やない かご 

い き 

「まあ、」 と 梅 次 は 呼吸 を 引く。 

しずか きせる 

民弥は 静 に 煙管 を 置いて、 

あ. f* 

「ぉ才 さんだつて、 年 じゃある が、 まだ どうして、 姉 

みんな 

えで 通る、 ：：： 婆さんと いう 見当で は 無い。 皆、 それ 

に、 それ だと 顔 は 知っている。 

おくりむかえ ぜん 

女中が わりに 送 迎 をして いる、 前に、 それ、 柳 橋 

の 芸者だった という、 …… 耳の 遠い、 ぼんやりした、 



何とか 云う ご 

「お 組さん、」 

いき としま 

「粋な 年増 だ、 可哀相に。 もう 病気で あんなに なって 

しらが 

はいるが … … だって 白髪の 役 じ や 無い。 

(いいえ、 お婆さん は 居ません の。) 

(そう ) 

と 婦人が 言った つけ。 附着く ようにして、 床の間の 

わきしょう めん し よ うしろ 

傍 正面に ね、 丸窓 を 背負って 坐って いた、 二人、 背後 

が 突 抜けに 階 子 段の 大きな 穴 だ。 

その 二人、 もう 一人の が 明 座ッて やっぱり 婦人で、 

ひそひそ 

今の を 聞く と、 二言ば かり、 二人で 密々 と 言った が 否 



や、 手 を 引 張 合った 様子で、 …… もっとも 暗く つてよ 

く は 分らない が。 そして ス— と 立って、 私の 背後へ、 

足袋の 白い のが 颯と 通って、 香水の 薫が 消える ように、 

次の 四 畳 を 早足で もって、 トン トンと 階下へ 下りた。 

みんな 

また、 皆、 黙った つけ。 もっとも 誰が 何 をして、 ど 

こに 居 るんだ か、 暗い から 分らない。 

たもと 

しばらく、 抉の 重かった の は、 お 三輪が しっかり 

持って るら しい。 

急に 上 つ て 来ないだろう。 

(階下 じ や 起きて いるかい。) 

(起きて る わ、 あの、 だけど、 才 ちゃん は照吉 さんの 



許へ ちょつ と 行って るか も 知れな くって よ。) 

(何 ま、 ^だつ け。) 

(お 組さん、 …… ええ、 火鉢の 許に 居て よ。 でも、 も 

う あの 通りでしょう、 坐 眠 をして いるか も 分らない 

わ。) 

(三輪ち やん か、 ちょっと 見て あげて くれない か、 は 

ばかりが 分らない のか も 知れない ぜ。) と 一 人気 を 着 

けた。 

(ええ、 ) 

てッ たが、 もう 可 恐く ッて 一人で は 立てません。 

もう 一 ッ、 抉が 重くな つて、 



( 一 所に …… 兄さん、) 

とこ ほっぺた ひや 

と 耳の 許へ 口をつける …… 頰 辺が 冷り とする わね、 

びん ないしょ こ 

鬢の 毛で。 それだけ 内証の つもりだろう が、 あの 娘 だ 

みんな 

もの、 皆、 聞え るよ。 

(ちょいと、 失礼。) 

(奥方に 言いつけます ぜ。) と 誰か 笑った、 が、 それ も 

陰気 さ。 」 

十八 

はしご し た でんき 

「暗い 階 子 をす つと 抜ける、 と 階下 は電燈 だ、 お 三輪 



ところが、 お 組が あれだろう。 男なら、 骨で なり、 

勘で なリ、 そこ は跋も 合わせよ うが、 何の 事 は 無い、 

やつ わかしゅ 

松葉 ケ 谷の 尼寺へ、 振袖の 若衆が 二人、 という、 てん 

で 見当の 着かない お 客に、 不意に 二階から 下りて 坐ら 

れ たんだから、 ャ、 妙な 顔で、 きょ とんと して。 …… 

ま ず：：' if- ヒま こま，. p 

次の 茶の 室から、 敷居 際まで、 擦 出して、 煙草盆に 

ね、 一 つ 火 を 入れた の を 前に 置いて、 御 丁寧に、 もう 

一 つ 火 入に 火 を 入れて いる 処じゃ 無い か。 

座蒲団 は 夏 冬と も 残らず 二階、 長火鉢の 前の、 そい 

つ は 出せず 失礼と、 …… 煙草盆 を 揃えて 出した 上へ、 

うちわ 

団扇 を 二 本の、 もうち つと そのままに してお いたら、 



てぬぐい 

お年玉の 手拭の 残ったの を、 上包みの まま 持って 出て、 

別々 に 差 出そうと いう 様子で いる。 

さあ、 お 三輪の 顔 を 見る と、 嬉しそうに 双方 を見較 

ほつ ひといき つ 

ベ て、 吻と 一 呼吸 を 吐いた 様子。 

(才 ちゃん は、) 

さき 

とお 三輪が、 調子 高に、 直ぐに 聞く と、 前へ 二つば 

うなず 

かり ゆっくりと、 頷き 頷き、 

(姉さん は、 ちょいと 照吉 さんの 様子 を 見に …… あの、 

三輪ち やん。) 

と 戸棚へ 目 を 遣って、 手で 円い もの を ちらりと 斿 

えたの は、 菓子鉢へ 何 か？ の 暗号 ご 



ああ、 病気に、 あわれ、 耳 も、 声 も、 江戸の 張 さえ 

さま のリ 

抜けた 状 は、 糊 を 売る よりい じらしい。 

「お 三輪が、 笑止そう に、 

(はばかりへ おいでな すった のよ。) 

お 組 は 黙って 頭 を 振る のさ。 いいえ、 と言うんだ。 

はじめ ッ 

そうすると、 成程 二人 は、 最初から そこへ 坐り込んだ 

ものら しい。 

(こちらへ いらっしゃいな。) とその 一 人が、 お 三輪 を 

見て 可 懐し そうに 声 を 懸ける。 

(佐 川さん、) 

ひど 

と 太く 疲れたら しく、 弱々 とその 一人が、 もっとも 



夜更しの せい もあろう、 髪 もばら つく、 顔色 も 沈んで 

いる。 

(どうしたんで す。) と、 ちょうど 可い、 その 煙草盆 を 

一 つ 引 攫って、 二人の 前へ 行って、 中腰に、 敷 島 を 一 

本。 さあ、 こうなる と、 多勢の 中から 抜 出した ので、 

常より は 気が 置け ない。 

(頭痛で もな さるんで すか、 お 心 持が 悪かったら、 蔭 

へ 枕 を 出させましょう か。) 

(いいえ、 別に …… ) 

(御 無理 をな すつ ちゃや 可ません。 何だかお 顔の 色が 

悪い。) 



かた ほ そ 

(そうです かね。) とお 蘭さん が、 片頰を 殺ぐ ように 手 

を 当てる。 

(ねえ、 貴方、 お話しましょう。) 

(でも …… ) 

(です がね、) 

ひら 

とちら ちらと 目く ばせ が 閃めく、 言おう か、 言 

うまい か ッて素 振だろう。 

聞かずに はお かれない。 

(句です、 可 VL- す、) 

まんなか 

と 肩 を 真中へ 挟む ようにして、 私が 寄る、 と 何 か 

1,6 ゝ， しょ 

内証の 事と でも 思ったろう、 ぼけて いても、 そこ は 育 



ち だ。 お 組が、 あの 娘に 目で 知らせて、 二人とも 半分 

閉めた 障子の 蔭へ。 ト 長火鉢の さしの 向いに、 結 綿と 

ま げ 

円鬅 が、 ぼつと 映って、 火箸が、 よろよろ として、 鉄 

瓶が ぼっかり 大きい。 

お 種さん が 小さな 声で、 

(今、 二階から いらっしゃり がけに、 物干の 処 で、) 

すく 

とす こし 身 を 窘めて、 一 層 低く、 

(何 か 御覧な さり はしません か。) 

私は悚 然とした ご 

十九 



「が、 わざと 自若と して、 

(何 を、 どんな ものです。) つて 聞 返した けれど、 …… 

今の 一 言で 大抵 分った、 婆々 が 居た、 と言うんだ ろうご 

「ゆ 厭、」 と 梅 次 は 色 を 変えた。 

「大丈夫、 まあ、 お聞き、 …… という もの は —— 内に 

さ つ き 

お婆さん は 居ません か —— ッて 先刻お 三輪に 聞いた か 

ら。 …… 

はたして、 そうだ。 

(何です か、 お婆さん らしい 年寄が、 貴下、 物干から 

のぞ 

視 いてい ますよ。) 



とまた 一 倍 滅入った 声して、 お 蘭さん が 言う の を、 

お 種さん が 取 繕うよう に、 

(気のせい かも 知れません、 多分そう でしよう よ …… ) 

(いいえ、 確な の、 佐 川さん、 それでね、 ただ 顔 を 出 

ふくろう 

して 視 くんじゃありません。 梟 見た ように、 膝 を 立 

てて、 蹲んで いて、 窓の 敷居の 上まで、 物干の 板から 

密と 出たり、 入ったり、) 

(ああ、 可 厭 だ。) 

はら、，： h 

と 言って、 揃って 二人、 ぶるぶると 掃 消す ように 袖 

を 振 るんだ。 

たま 

その 人た ちょり、 私の 方が 堪 りません。 で 無くって 



さえ、 蚊帳の 前 を 伝わった 形が、 昼間の 闇が り 坂のに 

にた ま な 

肖て いて 堪らない 処 だもの、 …… 烏 は啼く …… とすぐ 

かど 

にあの、 寮の 門で 騒いだろう。 

いきなり ぶち ま 

気にしたら、 どうして、 突然 ポンプで も 打 撒け たい 

くらいな 処だ。 

(いっから 9 …… ) 

(つい 今し がた から。) 

(全体 前にから、 あの 物干の 窓が 気にな つ てしょう が 

いな ぴかリ 

なかつ たんです よ。 …… 時々、 電車ので すかね、 電 

あお まっくら さ 

です か、 薄い 蒼い のが、 真暗な 空へ、 ぼつと 映します 

とね、 黄色くな つて、 大きな 森が 出て、 そして、 五重 



と つ さき 

の 塔の 突 尖が 見え るんで すよ ：：•• 上野で しょうか、 

てんじく 

天竺で しょうか、 何に しても 余程 遠くで、 方角が 分り 

ません ほど、 私たちが 見て 凄 かったんです。 

その 窓に 居 るんで す もの。) 

(もっとお 言いなさい よ。) 

(何です。 ) 

(可 厭 だ、 私 は、) 

(も つ とと は？) 

(貴女 おっしゃ いよ、) 

とな リ かく 

と 譲 合った。 トぉ 種さん が、 障のお 三輪に も秘し 

たそうに、 



(頭に ね、 何です か、 手拭の ような もの を、 扁 たく 畳 

んで 載せて いるもの なんです。 貴下が お話しの 通りな 

の、 …… 佐 川さん。) 

むやみ ひいれ 

私 は 口が 利け なかった。 —— 無暗と ね、 火 入へ 

まきたばこ 

卷莨を こすり 着けた。 

お 三輪の 影が、 火鉢 を 越して、 震えながら、 結 綿が 

まげ く ッっ はた 

円鬍に 附着いて、 耳の 傍で、 

(お 組さん、 どこの か、 お婆さん は、 内へ 入って 来な 

くッ て？) 

(お婆さん …… ) 

とぼ やけた 声。 



(大きな 声 をお しでない よ。) 

じれ がってん 

と 焦った そうにた しなめ ると、 大きく 合点々々 しな 

がら、 

(来ました よ。) 

ときよ とんと して、 仰向いて、 鉄瓶 を 撫でて 澄まし 

て 言 うんだ ご 

「来たの、」 

よみがえ 

と 梅 次が 蘇生った 顔になる。 

「三人が 入 乱れて、 その 方へ 膝 を 向けた。 

御 注進の 意気込みで、 お 三輪 も、 はらり とこつ ちへ 

立って、 とんと 坐って、 せいせい 言って、 



(来たんで すって。 ちょいと、 どこの 人。) 

と、 でも、 やっぱり、 内証で 言った。 

みんな 

胸から 半分、 障子の 外へ、 お 組が、 皆が、 油へ 水 を 

ほそおもて 

さすよう な 澄ました 細面 の 顔 を 出して、 

(ええ、 一 人お 見えに なりまして すよ。) 

(いっさ？) 

い や からす 

(今し がた、 可 厭な 鴉が 泣きましたろう …… ) 

いや、 もう それに は 及ばぬ もの はまた 意地悪く 聞え 

る、 と 見 5; る。 

(照吉 さんの 様子 を 見に、 ぉ才 はんが 駆 出して 行きな 

かど あけはな 

すった、 門 を 開放した まんまで さ。) 



(後で 閉めたん でございます がね、 三輪ち やん、 ぉ才 

はんが A 々かしく、 まあ、) 

と 私達 を 見て 莞爾 しながら、 

(駆 出して 行きな すった、 直き 後で ございま すよ。 入 

すみ ッ ひらべ つ 

違いぐ らいに、 お 年寄が 一人、 その 隅 こから、 扁平た 

のぞ 

いような 顔 を 出して 靦 いたんで ございま すよ。 

何でも、 そこで、 お上さん に 聞いて 来た、 とそう 言 

いなす つたよう でした つけ …… すたすた 一 一階へ お上り 

で ございました。) 

うと 

さ、 耳の 疎い という もの は。 

(どこの 人よ、) 



せきこ 

とお 三輪が 擦 寄って、 急 込んで 聞く。 

(どこのお 婆さんで すか。) 

(お婆さん なの、 ちょいと …… ) 

たず こころ 

私たちが 訊ねたい 意 は、 お 三輪 もよ く 知っている。 

くら じじ ばば みわけ 

闇が り 坂 以来、 気になる それが、 爺と も 婆と も 判別が 

着 かんじゃ ないか。 

よっぽど と し 

(でしよう よ、 は あ、 …… 余程の 年紀 ですから。) 

(いいえ さ、 年寄 だってね、 お爺さん もお 婆さん も あ 

リ ます ッ さ。) 

(それが ね、 それです がね 三輪ち やん。) 

と 頭を掉 つて、 



(どっち だかよ く 分りません。 背の 低い、 色の 黄色 蒼 

つっぱ ビィ ドロ てら てら つや い 

い、 突 張った、 硝子で 張った ように 照々 した、 艷の可 

てぬぐい 

い、 その 癖、 随分 よぼよぼして …… は あ、 手拭 を 畳ん 

で、 ベ つたり 被って。) 

女た ち は、 お 三輪と 顔 を 見合わせた。 

(それです が、 どうかし ました か。) 

なさけ 

(どうもこう もな くって よ …… ) とお 三輪 は 情ない 

声 を 出す。 

(や 可ませんでした かねえ。 私 は やっぱり 会に いら 

しった 方 か、 と 思って。) 

…… 成程な、」 



と 民弥は 言い掛けて 苦笑した。 

「会へ いらし つたに は 相違 は 無い。 

(今時分 来る 人が あって、 お 組さん。 もう 二 時半 だ 

わ。) 

(です がね、 この 土地です し …… ちょいと、 御 散歩に 

でもお 出掛けな すった のが、 帰って 見え たかとも 思い 

ばけ としょ リ 

ましたし さ …… お 怪の話 をす る、 老人 は 居ない かッ て、 

誰 方 かお 才 はんに 話し をして おいでだった し、 どこか 

呼ばれて 来たの かと も、 後でね、 考えた 事です よ。 い 

えね、 そんな 汚い 服装じゃありません。 茶が かった 鼠 

色の、 何です か 無地 もので、 皺の ない の を 着て でした。 



けれども、 顔で 視 いて その 土間へ お 入ん さすった 時 

うしろ はきもの 

は、 背後 向きで ね、 草履でしょう、 穿 物 を 脱いだ の を、 

いきな リ ふと ころ 

突然 懐中へ お入れな さるから、 もし、 ッて 留めたん で 

すが、 聞かぬ 振で、 そして 何です、 そのまん ま 後び つ 

しゃりに、 ずる ッ かずる ッか そこ を 通って、) 

と言われた 時 は、 揃って 畳の 膝を摺 らした。 

(この 階 子 段の 下から、 向 直っての つ そりの つ そり、 

何だか 不鎂 らしい、 き つと 田舎のお 婆さん だろうと 思 

いました。 いけ 強情な、 意地の 悪い、 高慢な ねえ、 そ 

おそろし すそな が 

の 癖し よな しょな して、 どうでしょう、 可 恐い 裾 長で、 

…… 地 へ 引摺 るんで ございま しょうよ。 



すそ はしょ リ 

裾 端折 を、 ぐるりと 揚げて、 ちょいと 帯の 処へ 挟ん 

ま 

だんです がね え、 何です か、 大きな 尻尾 を 捲いた よう 

な、 変な、 それ は 様子なん です。 …… 

むめん もく はきもの 

おや、 無 面目 だよ、 人の 内へ、 穿 物 を 懐へ 入れて、 

裾 端折の まん ま、 まあ、 随分な のが 御 連中の 中に、 と 

そう 思って いたんで すがね、 へい、 まぐれ ものなん で 

ございます かい。) 

たま 

わな わな 震えて 聞いて いたつ け、 堪らなく なった、 

す 力 

と 見えて お 三輪 は 私に 鎚り 着いた。 

いや、 お前 も、 可 恐な がる 事 は 無い。 …… 

もう、 そこまでに なると、 さすがに ものの 分った 姉 



(誰かの 悪戯です。) 

(き つ とそう、 ) 

おんな 

と 婦人 だち も 納得した。 たちまち 雲霧が 晴れた よう 

ねむけ と 

に、 心 持 も さっぱりしたろう、 急に 眠気が 除れ たよう 

な 気がした、 勇気 は 一 倍。 

け おび や 

怪しからん。 鳥の 羽に 怯 かされた、 と 一 の 谷に 

にげこ ひ はかま ひよ どリご さかよ 

遁 込んだ が、 緋の袴 まじりに 鵪 越え を 逆 寄せに 盛 返 

す …… となると、 ぉ才 さん はま だ 帰らなかった。 お 三 

こわ うと 

輪 も、 恐い に は 二階が 恐い、 が、 そのまま 耳の 疎い の 

さしむ か ゃリき たもと 

と 差 対い じ やなお 遣 切れなかった か、 また 抉が 重く 

なって、 附着いて 上ります。 



て い たらく 

「そこで、 連中 は、 と 見る と、 いやもう 散々 の 為体。 

時間が 時間 だから、 ぐったり 疲 切って、 向う の 縁側へ 

ずリだ てす リ ひじ 

摺 出して、 欄干に 臂を 懸けて、 夜風に 当ってい るの な 

たしか つ つ ぷ うつむ 

ど は、 まだ 確な 分で。 突 臥したん だの、 俯向い たんだ 

きせる つっかいぼう 

の、 壁で 頭 を 冷して るの も あれば、 煙管で 額へ 突 支 棒 

をして、 畳へ 踣め つたよう なの も ある。 …… 夜汽車が 

み の おうみ くにざかい ねざめ 

更けて 美 濃と 近 江の 国境、 寝覚の 里と でもい ぅ処 を、 

ぐらぐら 揺って 行く ようで、 例の、 大きな 腹 だの、 痩 

せた 肩 だの、 帯 だの、 胸 だの、 ばらばら になった のが 

とお あか リ ただよ 

遠 灯で、 むらむらと 一面に 浮いて 漾ぅ。 

(佐 川さん、) 



さ さ や 

と 囁 くように、 …… 幹事 だけに、 まだし つ かりして 

いた 沢 岡で ね。 やっぱり 私の 隣リに 坐った のが、 

(妙な もの をお 目に 懸けます。) 

(え、) 

それ、 婆々 か、 と 思う と そうじゃ 無い。 

まんなか よりかか 

(縁側の 真中の —— あの 柱に、 凭懸 つたの は 太 田 (西 

洋画家) さんです がね、 横顔 を 御覧なさい、 頰 がげ つ 

おもなが めもと 

そりして 面長で、 心 持、 目許、 ね、 第一、 髪が 房々 と 

ま つ くろ はえぎわ あか リ 

真黒に、 生 際が 濃く …… 灯 の 映る 加減でしょう …… 

おんな おんな やみ あが 

どう 見ても 婦人でしょう。 婦人 も、 産後 か、 病 上りて つ 

すご あおじろ 

た、 あの、 凄い 蒼白 さは、 どうです。 



もう 一 人、) 

と 私の 脇の 下へ、 頭 を 突 込む ようにして、 附着いて、 

低く 透かして、 

(あれ、 ね、 床の間の 柱に、 仰向けに 凭れた 方 は 水 島 

(劇評 家) さんです。 フ トロ を 開き か 何 か、 寝顔 はとい 

たしな み まっしろ ハンケ チ 

う 鎂 で、 額から 顔へ、 ベら りと 真白 は 手 巾 を 懸けな 

すった …… 目鼻 も 口 も 何にも 無い、 のつ べらぼう …… 

え、 百 物語に 魔が 魅す つて 聞いた が、 こんな 事 を 言う 

ん です ぜ。) 

ところが、 そんなので 無い のが、 いっか 魅し 掛けて 

いるので 気になる …… 」 



二十 二 

「そうすると、 趣向 をした の はこの 人で は 無い らしい 

もくろ ばばあ 

企 謀んだ ものなら 一 番 懸けに、 婆々 を 見 着けそう な も 

の だから。 

(ねえ、 こっちに もう 一 つ 势 体な の は、 注 連で も張リ 

そうな 裸のお 腹、 …… ) 

(何 じ やね、) と 直きに 傍だった ので、 琴の 師匠 は 聞 着 

けたが、 

(いいえ、 こちらの 事で。) 幹事が 笑う と、 欠伸 まじり 



で、 それなり、 うとうと。 

(まあ、 これ は 一番 正体が 知れて いますが、 それでも 

唐突に 見る と 吃驚し ます ぜ。 で、 やっぱり それ、 燭台 

わき くッっ あぐら ぎょうて い 

の 傍の 柱に 附着いて 胡 坐で さ。 妙に 人相 形体の 変つ 

たのが、 三つと も、 柱の 処 ですからね。 私 も 今し がた 

敷居 際の、 仕切の 壁の 角 を、 摺 出した 処で すよ。 

どうです、 心得て いるから 可い ような ものの、 それ 

でいながら 変に 凄い。 気の 弱い 方が、 転寝から ふっと 

さめぎわ ぴ つ くリ 

覚 際に、 ひょっと 一 目 見たら、 吃驚し ます ぜ。 

魔物 も やっぱり、 蛇 や 蜘蛛なん ぞ のように、 鴨居 か 

ら柱を 伝つ て 入つ て 来る と 見えます な。) 



(I ^厭です ね。) 

さ つ えもん さば れんじまど 

婦人 は 二人、 颯と 衣紋 を 捌いて、 種子 窓の 前 を 離れ 

た、 そこに も 柱が あつたから。 

そして、 お 蘭さん が、 

(ああ、 また …… 開いて いますね。) 

と言うんだ。 …… 階下から 二階へ 帰 掛けに、 何の 茶 

番が！ で、 私が ぴったり 閉めた 箬。 その 時 は 勿論、 

婆々 も 爺々 も 見えなかった、 —— その物 干の 窓が、 今 

の 間に、 すか リ、 とこう、 切 放した ように、 黒雲 立つ 

て 開いて いる。 

お 種さん が、 



(憚り様、 どうか そこ をお 閉め 下さい まし。) 

ま 

こう 言って 声 を 懸けた。 —— 誰か 次の 室の、 その 窓 

際に 坐って いるの が 見えたん だろう。 

お聞き …… そうすると …… 壁 腰、 —— 幹事の 沢 岡が 

気にして 摺 退いた という、 敷居 外の 柱の 根の 処で、 

(な、) 

と 云う 声 だ！ 私 は 氷 を 浴びた ように 悚 然とした。 

しめ らち あ 

(閉ぃ 言うて、 云わし やれても、 な、 埒 明かん。 閉め 

れば、 その 跡から 開ける で、 やい の。) 

聞く と、 筋 も 身 を 引 釣った、 私 は。 日 暮に谷 中の 坂 

で 聞いた、 と 同じ じ やない か。 もっとも、 年寄り は 



だれそれ き 

誰某と 人 を 極めない と、 どの 声 も 似て はいるが。 

じゃけん 

それに、 言い方が、 いかにも 邪慳に、 意地悪く 聞え 

たせい か、 幹事が、 対 手 は 知らず、 ちょっと 詰る よう 

(誰が 明けます。) 

(誰 や 知らん。) 

(は あ、 閉める 障子 を 明ける 人が あります か。) 

ふた いくたび 

(棺の 蓋 は 一 度 じ やが、 な、 障子 は 幾度で も 開けられ 

る、 閉 てられる がいの。) 

(可い から、 閉めて 下さい、 夜が 更けて 冷え るんで す 

から、) と 幹事 も 不機嫌な 調子で 言う。 



(惜 きまし よ。 透 通いて 見えん 事 は 無 けれどもよ …… 

のぞ 

障子 越 は 目に 雲霧 じ や、 視 くに はっきり とよう 見えん 

がいの。) 

(誰か、 物干から 視 くんです かね。) 

(彼に も 誰に も、 大勢、 な、) 

(大勢、 …… 誰です、 誰です。) 

ねじむ うしろ 

と、 幹事 も はじめて、 こう 逆に 捻 向いて 背後 を 見た 

(誰 や 言うても な、 殿、 殿た ちに は 分らぬ、 やい の、 

形 も 影 も、 暗い、 暗い、 暗い、 見えぬ ぞ、 殿。) 

(明るく しょう、 ) 

せきこ 

と 幹事 も 何 か 急 込んで、 



み い でんき でんき 

(三輪ち やん、 電燈 を、 電燈 を、) 

と 云った が、 どうして、 あの 娘が 動き 得ます か。 私 

の 膝に、 可哀相に、 襟 を 冷たく して 突 臥した ッ きり。 

「措き ませ、 措き ませい。 無駄な 事よ、 殿、 地獄の 火 

でも 呼ばぬ 事に は、 明るく して かて、 殿た ちの 目に、 

何が 見えよう。 …… 見えたら 異事 じゃぞ よ、 異事じ や 

ぞょ、 の。 見えぬ で 僥倖い の、 …… 一目 見たら、 や あ、 

殿、 殿た ち どうな ろうと 思わ さる。 や あ、) 

ぼう 

と 口 を、 ふわ ふわと 開ける かして、 声が 茫 とする ご 

二十 三 



き つ 

「幹事が 屹 として、 

(誰です、 お前さん は、) 

と 聞いた。 この 時、 睡 つてい ない 人が 一人で も ある 

とすれば、 これ は、 私 はじめ 待 構えた 問だった。 

(私 か、 私 か、 …… 殿、) 

と 聞 返して、 

(同じ 仲間の もの じ やが、 やい の。) 

なかま 

(夥 間？ 私たちの？) 

(誰が や、 …… 誰が や、) 

と 嘲 るよう に 一 一度 一一 一一 n つ て、 



(殿た ちの。 私が 言う は 近間に 居る、 大勢の、 の、 そ 

の 夥間じ や、 という 事い の。) 

くるわ 

(何 かね、 廓の 人 かね。) 

やまふところ 

(されば、 松の 森、 杉の 林、 山懐の 廓の もの じ や。) 

(どこから 来ました。) 

したやみ 

(今日は 谷 中の 下 闇から、 ) 

(佐 川さん、) 

と 少し 声高に、 幹事が 私 を 呼ぶ じ やない か。 

私 は 黙って いたんだ。 

しばらくして、 

(何 をし に …… ) 



(「とりあげ」 をしょう ために、 な、 殿、 「とりあげ」 

に 来た ぞ、 やい の。) 

あかん ぼ 

(嬰児 を 産ませる のか。) 

こども 

(今、 無い、 ちょうど 間に合うて 「とりあげ」 る 小児 

は 無い。) 

あつら 

(そんな、 跳え た 〔# 「跳え た」 は 底本で は 「誹え た 匕 

ような お産が ある もの か、 お前さん、 頼まれて 来たん 

じ や 無い のかね。) 

(されば のう、 頼まれても 来たれ ど、 な、 催促に もも 

しさ い 

う 来たが いの。 来たれ どもの、 仔細あって まだ 「とり 

あげ」 られ ぬ。) 



(むむ、 まだ 産れ ない のか。) 

(何が いの、 まだ、 死に さらさぬ。) 

(死 …… 死なぬ と は？) 

(京への、 京へ、 遠くへ 行て いる、 弟和郎 に、 一目 未 

練が 残 るげ な。) 

幹事 は ハタと 口 をつ ぐんだ。 

あね みずおち まむし ゆび あお 

(そこで じ やが や、 姉め が 乳の 下の 鳩 落な、 蝮 指の 蒼 

きり も 

い 爪で、 ぎりぎりと 錐 を 揉んで、 白い 手足 を もが もが 

と、 黒髪 を 煽って 悶える の を 見て、 鳥なら ば活 きなが 

ら、 羽毛 を撐 つた 処 よの。 さて、 それだけで 帰りが け 

じ やい、 の、 殿、 その 帰る さに、 これへ 寄った。) 



(そこに 居る の は 誰 だ。) 

と 向う の 縁側の 処 から、 子爵が 声 を 懸けた。 …… 私 

たち は、 フト 千騎の 味方 を 得た ように 思う。 

ト 此方で 澄まして、 

(誰でも 無い がの。) 

しゃれ じょうだん いいかげん 

(いや、 誰でも 構わん。 が、 洒落 も 串 戯も可 加減に し 

た 方が ゆいと 思う。 こう 言う と 大人気な いが、 婦人 も 

居て だ。 土地つ 児の 娘 も 聞いて る …… 一 座 を すれば 

我々 の 連中 だ。 悪戯 も ゆいが、 余り 言う 事が 残酷 過ぎ 

る。 …… 外の 事 じ やない。 

弟 を 愛して、 —— それが 出来 得る 事で も 出来ない 事 



あんま いいかげん 

聞い ちゃ おられん、 余り 残酷で。 可 加減に してお 

きなさい。 誰 だか。) 

りんりん 

と凜々 と 云う。 

聞き も 果てずに、 

(酷い と は、 酷い と は 何 じ や、 の、 何が や、 向う の 縁 

側の その 殿、 酷い とはいの、 やい の、 酷い とはいの。) 

と 畳 掛ける ように、 しかも 平気な 様子。 向う の 

縁側 の その 殿 —— と は 言 種が どうだい ご 

二十 四 



きつ よ-つ 

「子爵が 屹 となって、 坐り 直った 様 だつ け。 

(知らん か、 残酷と いう 事 を、 知らな けり や 聞かせよ 

うじ やない か、 前へ 出ない か、 おい、 こっちへ 入らん 

か。) 

(行こう のう、 殿、 その 傍へ 参ろう じ やが の、 そこに 

汚穢い ものが あろうが や。 早 やそれ が、 汚穢うて 汚穢 

うてなら ぬ。 …… 退けて くされ ませ、 殿、) と言うんだ。 

むさ 

(汚い もの、 何が ある。) 

しそ まき 

(小 丼に 入れた、 青梅の 紫蘇 巻 じ や。 や、 香 もなら ぬ、 

さ つ き ど 

ふつふつ。 ええ、 胸 悪 やの、 先刻にから。 …… 早く 退 

けし やらぬ と、 私 も 嘔吐そう、 嘔吐そう、 殿。) 



おんな ご 

茶う けに 出て いた 甘露 梅の 事 だ。 何 か、 女児 も 十二 

しょ うじよ う 

三で なければ 手に 掛けない という、 その 清浄な 梅漬 

を、 汚穢くて ならぬ、 嘔吐す と 云う。 

(吐きた ければ 吐け、 何 だ。) 

みみず け 

(ニ寸 の 蚯蚓、 三寸の 蛇、 ぞろぞろと 嘔吐す が 怪し ゆ 

うない か。) 

いいぐさ や け 

余り 言 種が 自棄 だから、 

うどん 

(蛇 や 蚯蚓 は 構わん が、 そこらで 食って 来た 餛飩 なん 

か 吐かれて は 恐縮 だ。 悪い 酒 を 呷ったろう。 佐 川さん、 

そこらに あったら 片附 けて おやん なさい。) 

そつ おしや うしろ 

私 は 密と押 遣って、 お 三輪と 一所に 婦人 だち を 背後 



蚊帳が、 空へ ずッと 高くな つたよう に 思う。 

ま ま あ も ん J 

ちょうど、 子爵と その 婆との 間に 挟まる、 柱に 凭れ 

おんな 

た 横顔が 婦人に 見える 西洋画 家 は、 フィと 立って、 

ま つ くら し ん 

真暗な 座敷の 隅へ 姿を消した。 真個に 寐 入って いたの 

では 無かった らしい。 

(残酷と いうの はね、 仮にもし ろ、 そんな、 優しい、 

いじらし 

可憐い、 —— 弟の ために 身代りになる というよ うな、 

い のち 

若い 人の 生命 を 「とりあげ」 に 来たな どと いう 事なん 

だ。 世の中に は、 随分、 娑婆 塞げな、 死 損いな、) 

と 子爵 も 間近に、 よく その 婆々 を 認めたろう、 …… 

当てる ように、 そう 言って、 



いのち やつ 

(邪魔な 生命 も ある もんだ。 そんな 奴の 胸に 爪 を 立て 

る 方が まだし も だな。) 

(その 様な 生命 はの、 殿、 殿た ちの 方で 言 うげ な、 … 

や み .っ、 つし ら 

…病 ほうけ た 牛、 痩せさら ぼえ た 馬で、 私 等が にも 役 

にも 立たぬ。 …… あわれな、 という はの、 膏の 乗った 

肉 じ や、 いとしい という はの、 薰 のかい 血 じゃぞ や。 

な、 殿。 —— 此方 衆、 鳥 を 殺さし やる に、 親子の 恩愛 

を 思わつ しゃる か。 獣 を 殺します に、 兄弟の、 身代り 

みさかい うお おなじ 

の 見境が あるかい の。 魚 も 虫 も 同様での。 親が ある や 

ら、 一粒種 やら、 可愛い の、 いとしい の、 分 隔て をめ 

されます かの。 



ふびん 

じ や、 不便 もい としい も 知らねば こそい の。 —— 何と、 

殿、 酷い 事 を 知らぬ もの は、 何と 殿、 殿た ちに も 結構 

に、 重宝に あろうが、 やい の、 のう、 殿。) 

(何とで も 言え、 対 手に もな らん。 それでも 何 か、 そ 

ういう もの は 人間 か。) 

と 吐出す ように 子爵が 言った ご 

二十 五 

「ト 其奴が 薄 笑 い をした ようで、 

(何 じ や、 や、 人間ら しく 無い と言う か。 誰が 人間に 



なろうと 云うた。 殿た ち、 人間が さほど 豪い か、 へ、 

へ、 へ、) 

とさげ すんで、 

(この 世の なか はの、 人間ば かりの もので 無い。 私 等 

が 国 はの、 —— 殿、 殿た ちが、 目の 及ばぬ 処、 耳に 聞 

えぬ 処、 心の 通わぬ 処、 —— 広大な 国 じゃぞ の。 

わしら はいまわ 

殿た ちの 空 を 飛ぶ 鳥 は、 私 等が 足の 下 を 這 廻る、 

みなそこ うお あま か えぼし かぶ すおう 

水底の 魚が 天翔け る。 …… 烏帽子 を 被った 鼠、 素袍を 

かまど お 

着た 猿、 帳面つ ける 狐 も 居る、 竈 を 炊く 犬 も 居る、 

いたち こめつ みみず 

鼬が 米 春く、 蚯蚓が 歌う、 蛇が 踊る、 …… や、 面白い 

世界 じ やというて、 殿た ちが ものと は 較べられぬ。 



何 —— 不自由と は 思わね ども、 ただのう、 殿た ち、 

人間が 無い に 因って、 時々 来て は 攫えて 行く ：：： 

ろ 1 つに や くな ん によ 

老若男女の 区別 は 無い。 釣針に かかった 勝負 じ や、 

しらが で く まご ども 

緑の 髪 も、 白髪 も、 顔 はいろ いろの 木偶の坊。 孫 等に 

人形の 土産 じ やが の、 や、 殿。 殿た ち 人間の 人形 は、 

私 等が 国の 玩弄物 じ やが の。 

よ おんな びゃくえ ひな 

身代りになる 美い 婦 なぞ は、 白衣 を 着せて 雛に しょ 

う。 芋 殻の 柱で 突立た せて、 やの、 数珠の 玉 を 胸に 掛 

けさせ、 ) 

いや、 もう 聞く に 堪えん。 

まじめ 

(まあ、 面 を 取れ、 真面目に 話す。) と 子爵が 憤った よ 



うに 言う。 

(面、) 

(面 だ。) 

ささや 

面 だ、 面 だ、 と 囁く 声が、 そこ ここに、 ひそひそ 聞 

えた。 眠らずに いた 連中に は、 残らず 面に 見えたら し 

ヽ 

レ 

あかり 

成程、 そう 言えば、 端近へ 出てから、 例の 灯 の 映る、 

ひらった うり ざね あおきい ろ 

その 扁平い、 むくんだ、 が 瓜 核と いった 顔 は、 蒼 黄色 

しわ つや ひとえ 

に、 すべす ベと、 皺が 無く、 艷 があって、 皮 一重 曇つ 

ビィ ドロ 

た 硝子の ように 透 通って、 目が 穴に、 窪んで、 掘って、 

眉が 無い。 そして、 唇の 色が 黒い。 気が 着く と、 もの 



やつ うすわらい ほりつ 

を 云う 時 も、 奴、 薄 笑 をす る 時 も、 さながら 彫刻け た 

ものの ようで 静 とした ッ きり、 ロも頰 もビク とも 動か 

ぬ。 眉 …… 眉 はぬ つべ りと して 跡 も 無い、 そして、 

てぬぐい 

手拭 を 畳んだら しい もの を、 額 下りに、 ベたん、 と 頭 

へ 載せて いるんだ。 

(いや、 いや、) 

と 目鼻の 動かぬ 首 を 振って、 

(除るまい、 除らぬ は 慈悲 じ や。 この 中には、 な、 画 

か ほりもの わしら 

を 描き 彫刻 をす る 人 も ある、 その美し いもの は、 私 等 

ゆびさ はな ざかリ 

が 国から、 遠く 指す 花 盛 じ や、 散らす は 惜しい に 因つ 

て、 わざと 除らぬ ぞ— …… 何が、 気の 弱い 此方た ちが、 



こうして 人間の 面 を 被って おれば こそ、 の、 私が 顔 を 

むきだ ひとた ま ひげ おもちゃ 

暴露いたら、 さて、 一 堪り ものう、 髯が 生えた 玩弄物 

に 化ろう が。) 

あか リ つ 

(灯 を 点けよう、 何しろ。) 

と、 幹事が 今 は蹌踉 けながら 手探りで 立とうと する。 

子爵が 留めて、 

じょうだん こう 

(お待ちなさい。 串 戯も嵩 じる と、 抜 差しが 出来な 

くなる。 誰か 知らん が、 悪戯が ちと 過ぎます。 面 は 内 

い でんき 

証で 取る が 可い、 今の 内なら ちっとも 分らん、 電燈を 

つ にく 

点けてから は 消え くなる だろう。 ) 

子爵 は どこまでも 茶番 だ、 と B ずるら しい。 



…… 後で 聞く と、 中には、 対 方を斿 えて 応答 をす 

る、 子爵 その 人が、 悪戯 をして いるんだ、 と 思った の 

も あつたんだ。 

(明るさ、 暗 さの 差別 は 無い が、 の、 の、 殿、 私が しょ 

う 事、 それ をせ ねば、 日が 出ましても 消え はせ ぬが。) 

(可、 何 をし に 来たんだ、 ここへ。 …… まあ、 仮に そつ 

ちが 言う 通りの もの だとす ると。) 

(されば、 されば の、 殿。 …… ) 

うずくま 

とまた 落着いた ように、 ぐた リと胸 を 折った、 蹲 つ 

た 形が 挫げ て 見えて、 

こと 

(身代りが、 —— その 儀で、 やい の、 の、 殿、 まだ 「と 



りあげ」 が 出来ぬ に 因って、 一 つな、 この あたりで、 

間に合わせに、 奪ろう— さて、 どれに しょう ぞ、 

なが まわ 

と 思うて 見入って、 視め 廻いて いたが やい の、 のう、 

殿。) 

みんな 

皆、 —— 黙った。 

きまぐ おもいが け ねんごろ しるし 

(殿、 ふと 気紛れて 出て、 思懸 のう 懇 申した 験 じ や、 

おなご じょうろう 

の、 殿、 望ましい は 婦人 ども じ や、 何と 上 藤 を 奪ろう 

かの。) 

婦人た ちの その 時の 様子 は、 察して 可かろう ご 

二十 六 



「奴 は 勝 ほこった 化で、 毛筋 も 動かぬ その 硝子 面 を、 

あだつ や みまわ 

穴蔵の 底に 光る 朽木 のように、 仇艷を 放って 朐 しな 

がら、 

じょうろう かば 

(な、 けれども、 殿、 殿た ち は 上臈 を 庇わし やろうで、 

ねんごろ かい 

懇 申した 効に、 たって と はよう 言わぬ。 選 まっしゃ 

れ、 選んで 指さつ しゃれ、 それ を 奪ろう。 …… 奪ろう。 

…… それ を 奪ろう！ やい の、 殿。) 

まく 

と 捲し 掛けて、 

(ここに は 見えぬ、 なれ ども、 殿た ちの 妻、 子、 親、 

しもべ はした 

縁者、 奴婢、 指さつ しゃれば、 たちどころに 奪って 



見しょう。 ) 

と 言語道断な 事 を。 

ひさし 

と はたはたと 廂 の 幕が 揺動いて、 そのな ぐれが、 向 

う 三階の 蚊帳 を 煽った、 その 時、 雨 を 持った 風が 颯と 

吹いた。 

(また …… 我 を、 と名告 らっしゃれ …… 殿、 殿なら ば 

殿 を 奪ろう。) 

(勝手にし ろ、 馬鹿な。) 

いまいま うつち や 

と 唾 吐く ように、 忌々 しそうに 打棄 つて、 子爵 は、 

おもて 

くるりと 戸外 を 向いた。 

(随意に しょうで は 気 迷う ぞいの、 はて 9 ) 



とその 面 はっけた りで、 畳 込んだ 腹の 底で 声が 出る。 

(さて …… どれ もどれ も 好ましい。 や あ、 天井、 屋の 

棟に のさば る 和 郎等！ どれが 望み じ や。 やい の、) 

と 心 持 仰向く と、 不意に 何と …… がらがら、 ど ど、 

いたち まじ す さま ま 

が ッと鼠 か 鼬だろう、 蛇 も 交る か、 凄じく 次の 室 を 

駆けて 荒 廻る と、 ばらばら ばらばらと 合せ 目 を 透いて 

ほこ リ 

埃が 落ちる。 

(うむ、 や、 和 郎等。 埃 を 浴びせた、 その 埃の かかつ 

ま し 

たもの が 欲い と言う かの —— 望み かいの。) 

ばた ばた、 はら はらと、 さあ、 情ない、 ロ惜 いが、 

袖 ゃ袂を 払いた 音。 



は はがい あお 

(やれ 羽 打つ、 へへ へ、 小鳥の ように 羽搔を 煽つ、 

雑魚の ように 刎ねる、 へへ。 …… さて、 騒ぐまい、 今 

が は そで 無い。 そうで は 無 いげ じ や。 どの 玩弄物 欲し 

わし さき こおどり 

い、 と 私が 問うた での、 前へ 悦 喜の 雀躍 じ や、 …… 

這 奴等、 騒ぐまい、 まだ 早い。 殿た ち 名告ら ずば、 や 

がて、 選ろう、 選取りに 私が 選って 奪ろう！) 

(勝手にして、 早く 退座 をなさい、 余りと いえば 怪し 

からん。 無礼 だ、 引取れ。) 

と 子爵が 喝 した、 叱つ たんだ。 

よ 

(催促 をせ ずと 可う，) 」 ざる。 ) 

うち 

と 澄まし 返って、 いかにも 年寄く さく 口の 裡で 言つ 



た. と 思う と、 

(や あ、) 

と 不意に 調子 を 上げた。 もの を 呼びつ けたよう だつ 

け。 幽に 一つ、 カァと 聞え て、 またたく 間に、 水道 尻 

から 三ッの その 灯 の 上へ かけて、 棟 近い 処で、 二三 羽、 

四 五 羽、 烏が 啼 いた、 矛 厭な 声 だ。 

(カァ 力 ァカァ —— ) 

ばばあ や くちばし とが 

と 婆々 が 遣った が、 嘴 も 尖った か、 と 思う、 その 

しょうじん 

黒い 唇から、 正 真の 烏の 声 を 出して、 

(力 ァカァ 来し やれえ！ 火の車で。) 

わめ しん くるわ じ 

と 喚く、 トタンに、 吉原八 町、 寂と して、 廓の、 地 



まんなか わきあが 

の、 真中の 底から、 ただ 一 ッ、 カラカラと 湧 上った よ 

うな 車の 音。 陰々 と 響いて、 —— あけ 方 早 帰りの 客 か 

も 知れぬ —— 空へ 舞 上った ように 思う と、 凄い 音が し 

て、 ばッ さりと 何 か 物干の 上へ 落ちた。 

(何 だ！) 

と言うと、 猛然と して、 ずん と 立って、 堪えられぬ 

じひびき 

…… で、 地 響で、 琴の 師匠がず かずかと 行って、 物干 

のぞ 

を視 いたつ け。 

はだぬ たらたら ともし かすか 

裸 脱ぎの 背に 汗 を垂々 と 流した のが、 灯で 幽に、 

首 を 暗夜へ 突 込む ようにして、 

(おお、 稲妻が 天 王 寺の 森 を 走る、 …… 何 じ や、 これ 



は、 烏の 死骸 を どうす るん じ やい。) と 引 摑んで 来て、 

しかも 癩に 障った 様子で、 婆々 の 前へ 敲 きつけた。 

あ、 弱った。 …… 

その 臭気と い つたらない。 

みんな い き 

皆、 ただ 呼吸 を 詰めた。 

うじ 

婆々 が、 ずら ずらと その 蛆の 出そう な 烏の 死骸 を、 

あお おとがい 

膝の 前へ、 蒼い 頤 の 下へ 引附 けた ご 

二十 七 

「で、 頭 を 下げて、 熟と 見ながら、 



はえ あおばえ はらわた で 

(蠅 よ、 蠅ょ、 蒼蠅 よ。 一 つ 腸 の 中 を 出され、 ボ— 

ンと。 —— や あ、 殿、 上臈た ち、 私が の、 今 ここ を 引 

取る ついでに、 蒼 蠅をー ッ 申そう。 ボ— ンと 飛んで、 

額、 頸 首、 背、 手足、 殿た ちの 身体に ボ— ンと 留まる、 

それ を 所望 じ や。 物干へ 抜いて、 大空へ 奪って 帰ろう。 

名告 らしゃれ。 蠅が たからば 名告 らしゃれ。 名 告らぬ 

ひきよ ラ 

と 卑怯 なぞ。 人間 は 卑怯な ものと 思う ぞょ。 笑う ぞょ 

…… 可い か、 蒼蠅を 忘れまい。 

蠅ょ、 蠅ょ、 蒼蠅 よ、 ボ— ンと 出され、 おじ やった！ 

一座 残らず、 残念ながら 動揺め いた。 



ト ふわりと 起った が、 その 烏の 死骸 を ぶら下げ、 言 

おうようの 無い 悪臭 を 放って、 一寸、 ニ寸、 一尺ず つ、 

すそ す 

ずるずると 引いた 裾が、 長く 畳を摺 つたと 思う と、 は 

ら りと 触った かして、 燭台が、 ばつたり 倒れた。 

ねじむ ず 

その 時、 捻 向いて、 く なくなと 首 を 垂れる と、 摺っ 

うしろ づ ま まっくろく ちばし くわ 

た後發 を、 あの 真黒な 嘴 で、 ぐい、 と啣 えて 上げた、 

と 思え。 …… 鳥の ような、 獣の ような 異体な 黄色い 脚 

はしょ 

を、 ぬい、 と 端折った、 傍若無人で。 

(ボ— ン、 ボ— ン、 ボ— ン、) と 云う のが、 ねばねばと、 

まち ま ち 

重つ くるしく、 納豆の 糸 を 引く ように、 そして、 点々 

やつ 

と 切れて、 蒼蠅の 羽音 やら、 奴の 声 やら 分らぬ。 



そのまま、 ふわりとして、 飜 然と 上った。 物干の 

暗黒へ 影 も 隠れる。 

(あれ。) 

ま つ さき 

と 真 前に 言った はお 三輪で。 

(わ、) とまた 言った 人が ある。 

さあ、 膝で 摺る、 足で 退く、 ばた ばた と 二階の 口 ま 

で 駆 出した が、 

ひっかえ うしろ 

(ええ) と 引返した は 誰 だつ け。 …… 蠅が 背後から 

鎚 つたら しい。 

物干から、 

(や あ、 小鳥の ように 羽 打つ、 雑魚の ように # ねる。 



はて、 笑止 じ やの。 名 告れ、 名告ら ぬか、 さても 卑怯 

な。 やい の、 殿た ち。 上 藤た ち。 へへ へ、 人間 ども。 

ボ— ン、 ボ— ン、 ボ— ン、 あれ、 それ それ 転ぶ わ、 踣 

める わ、 這う わ。 とまった か、 たかった か。 誰 じ や、 

名 告れ、 名告ら ぬか、 名 告れ。 …… ボ— ン、) 

と 云う 時、 稲妻が 閃めいて、 遠い 山 を 見る ように 天 

王 寺の 森が 映った。 

はたた がみ 

皆た だ、 蠅の 音が ただ、 雷 のように 人々 の 耳に 響 

いた。 

ただ 一 縮みに なった 時、 

(ほう、 ) 



と 心 着いた ように、 物干の その 声が、 

(京から 人が 帰った ような。 早 や 夜 もしら む。 さらば、 

おんな ほか 

身代りの 婦を 奪ろう— も 一 つ 他に も ある。 両の 

たもと もちお も 

抉で 持 重ろう。 あと は 背負うても、 抱いても 荷 じ や。 

こなたし ゆ 

や あ、 殿、 上 藤た ち、 此方 衆に はた だ 遊う だ じ やい の。 

ねんごろ たわむれ あんど 

道す がら 懇 申した 戯 じ や。 安堵 さっし やれ、 蠅は 

たな そこ つか 

掌 へ、 ハタと 摑ん だ。 

さる にても 卑怯な の、 は、 は、 は、 梅干で 朝の 茶 ま 

いれ、 さらば じ や。) 

やのう え 

ば つ と 屋上 を 飛ぶ 音が した。 

しら あさぎ 

フッと 見る と、 夜が 白んで、 浅葱に なった 向う の 



蚊帳へ、 大きな 影が さした つけ。 けたたましい 悲鳴が 

しごき け だ 

聞え て、 白地の 浴衣 を、 扱 帯 も 蹴出し も、 だらだらと 

血 だらけの 婦 の 姿が、 蚊帳の 目が 裂けて 出る、 と行燈 

まっか かみ かぶ 

が 真 赤に なって、 蒼い 細い 顔が、 黒髪 を 被りながら 黒 

雲の 中へ、 ばった リ 倒れた。 

ト 車軸 を 流す 雨になる。 

電燈が 点いた が、 もう その 色 は 白かった。 

婆々 の 言った、 両の 抉の 一 つであろう、 無理心中で 

女 J 力 一 人 

戸 を 開ける 音、 閉める 音。 人影が 燈籠 のように、 三 

階で 立 騒いだ。 



照吉は …… 」 

しゅうぜん 

と 民弥は 言って、 愁然と すると、 梅 次 も 察して、 ほ 

ろり と 泣く。 

みんな 

「ああ、 その 弟ば かりじ やない、 皆の 身代りに なって 

くれたよ うに 思う ご 

明治 四十 四 二 九 一 一) 年 三月 
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